２０１１．１「存在のエコー」☆紹介ブログ　
タイトル)あなたは、あの方にそっくり！！

「似ているって、誰に？」　わたしはわたしであることを、護りつづけなければならないから、そんな言い方をしたくないのに‥‥。

「あなたそっくりの方なの。ゆるせる？　頓着しない？　本とよ、薄気味悪い？　似てるってことは、どちらかが、真似をしていることですもの。薄汚いとお思いになるでしょうね。あなたたち、精神的に薄汚いみたい」―――

千よりももっと多くのわたしで構成されている星屑の、不定形の尾をひいている箒星、このわたしはその尾の微細なかけらにすぎない。頭の部分の一つの光の強い星、わたしの星屑のなかで、実体を有しているのは、それだけなのかもしれない―――

わたしに似ているのかもしれない女性の後姿がいく。彼女がほんの軽くうつむくと、路面に白いハクボクの矢印がこぼれている。
彼はすでに裏切っていて、わたしの行動をはばめないから、彼女に導かれていく―――


島さち子の２０作品の登録は完了しました。ブログの立ち上げが遅れ、「存在のエコー」の紹介が最後になりました。この作品は、島さち子にとって、重要な作品となります。
すこし、時間をいただいて、明日から、その頃のエピソードなどをまじえて、ご紹介してみたいと思います。

―――わたしの核みたいなもの、それはいま、後姿だけを見せて、すこし腰を落とし、足をすこし不揃いにして、指さされても、指し返す能力を持たない無防備な後姿。すこし不自然な皺もスカートに見えている。消え入りたいのに消えないでいる何万人かと同じ後ろ姿で―――
　　　　
　　　　　　　　　　　　

２０１０．９．２９　　　　Ａｍ８．３０　　　エンマ
　　
タイトル)体の薄いチョウチョウ魚が泳ぐ。水の中で

思う存分うるおいながら！！

真正面から見なければならない。真正面から見る顔が、ほんとの顔なのだから。
自分に一番近いところにいながら、自分の厚みの見えないわたしが、立体感をかいているように、わたしの見たあの女の横顔も、裏の白い紙の薄い一枚のまま、ひらひらしている―――

彼女は、それに、のりをつけて貼り合わせ、適度の膨らみをあたえます。体の薄いチョウチョウ魚科の熱帯魚が、水のなかで、思い切りうるおいながら泳いでいます。でも、正面の顔をとらえるとなると？

「存在のエコー」は矢印のこぼれる道路を縦軸に、彼と少年や、女たちを横軸において、社会とかかわりながら、進んでいきます。
改めて読み直し 何ともいえない、驚きと、充足と、哀しみみたいなものに襲われています。

これは、島さち子が女流新人賞を受賞した作品で、選者であった大岡昇平氏や、伊藤整氏から、高い評価をいただいたことは、すでにお伝えしてあります。明日はそれを選評のまま、お伝えしてみたいと思います。それでは、また！！

　　　　　　　　

　２０１０．９．３０　　　Ａｍ　　８．３０　　　エンマ　　　　　　　　　　　　

タイトル)鼻の下に短い一本の髭みたいな体が、みじめな姿をさらしているとしても！！

それとわかる人間らしいまとまりがなければ‥‥。
わたしは見ているものを見るというよりも、考えて、考えていることに迷って、あてずっぽうのように彼女を見つける。

暑さの中で突然寒さをかみしめたみたいに、細く開いた口もと、笑おうとしても笑うには重過ぎる瞼の膨れた目。ふたを閉め忘れてぽっかりと開いた鼻の穴。醜いのかもしれない。醜いのに違いない。非常に醜いのだ。もう一つの目のなかに映った女の目のなかの女の目のなかの女の目。

特殊なひね曲がりの目鼻口は顔から外へ飛び出そうとしている異物、不消化物。積極的に衝撃を呼び集める。そっくりという薄気味悪い出来事は、凄絶に醜いという刺激によって癒されなければならない。
鏡のなかで、少しは見届けたことがあるらしいが気づこうとしなかった醜さを、わたしはべったり貼り付ける――――

ここで、新人賞選考委員の選評を、ご紹介することにします。
　
　文学的水準の高い「存在のエコー」に賭ける　　　　大岡昇平　

今回は最終候補作の作者の年が、十九歳から、二十四、五歳までの若い人が多かったのが特徴でした。―――その中で当選の島さち子氏「存在のエコー」と来島潤子氏「孵らない卵の森で」の二編が優れていました。前者は素材と作者の視点の特異さで際立っており、後者には物語として面白さ、現実感覚があります。ことによると、当選作として後者の方が適当かもしれないのですが、私は「存在のエコー」

に賭けてみました。―――今回の作品には、その視野と情況に拡がりが認められる。表現に少し舌足らずなところがありますが、映像に粘着性があり、むずかしい題材をこれだけにこなした作者の才能は、文学的に高い水準あると思われます。―――この賞の応募作の水準が、年々高くなってきたのが、私の四、五年の選の経験で感じられます。―――今度「存在のエコー」のような、文学的水準の高い作品が出たのはよかったと思っています。


たしかに才気ありと思う、存在のエコーを推す　　　伊藤整

―――島さち子氏の「存在のエコー」は、ポー、ドストエフスキー、カフカ等の筋を引くドッペルゲンゲル物語。この種の作品の根本をなすところの構成は不成功と思うが、ソフィスティケーションの言い回し、イメージの断片の掴み方には確かに才気ありと思う。成功ではない作だが、私はこれを推すこととした。

当選作なし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曽野綾子

今年は変わった作品ばかり集まった。写実的なものががっくり減ったのである。リアリズムから回避（あるいは現実的世界からの逃亡と言うべきなのか）は、昨今の最も新しい小説の形態で、批評家も批評しやすいらしいし、本当のことを言うと、私も好きなのである。

しかし、こうも流行のように集まってしまうと、少し抵抗を覚えずにはいられない―――
島さち子さんの「存在のエコー」の書き出しの一節などはそれほど鮮やかな切れ味のいい文章とはどうしてもおもえない。わたしはこのようなテーマの小説を心ひそかに「ハラワタ小説」と名づけており、
前にもいったように好みから言うと好きだし、自分ではかなり、良い読者の一人だと思っている。ハラワタ小説というのは、自分が裏返しになって、しかも掻き出されたものは、ぬめぬめ、どろどろしているからだ。悲劇なのかと思えば、喜劇のようでもあり、頭を冷やしてみると、そのどちらでもなさそうな‥‥。

心臓移植が行われないうちだって、自分はどこまで自分なのか、それとも宇宙に偏在、あるいは消滅（どちらでもいい）しかけているのか、そんなことわかりっこないような気持。大体、どこで「私」というものは切れているのか、それとも初めから繋がっていたことなのか、そうでないのか、そこらへんもよくわからない。そんな感じのものがハラワタ小説なのである。

私はそういうわけで、この手の小説のファンであるつもりであったけれど、やはり考えるところあって、こういう小説をわかる顔をするのはやめにすべきだと思いなおした。
「存在のエコー」は初めから終わりまで、私にはわからない、と言うべきなのだ。

島さんがこれを引き出しの中に秘かに隠しておかれたのを、友達のわたしがそれを無理やり読んでしまったのだというなら、私は細部の感覚的な部分の立派さにうたれっぱなしでいられると思う。
しかし、この作品が世間に発表する、というヤボな形をとられた以上、これをわかる顔をするのは、少なくとも私にとっては、自分に不誠実なような気がするのだ。

しかし、そのことは、私が島さんの作家としての本質まで否定するということではない。
私は島さんは、小説とは何かと言うことを、もっと厳しく考えることを、さぼっているノンキな方なのだと思う。さもなければ、読者をよほど高級な人々ばかりのように買い被っていられるか‥‥。

これが、選評のすべてです。如何でしたか？　どのように受け止めるのも自由です。わたしとしては、興味深く拝見しました。選者の間に、期待と、ある種のとまどいと、驚きと、熱気を感じます。これについて、島さち子と話し合ったことも、彼女からの感想も、批判めいた言葉も聞いたことはありません。

彼女は、出来るだけ目立たないかたちで、この行事をくぐり抜けたかったのです。彼女は授賞式には出席しませんでした。数時間まえの、突然の電話で妹が急遽代行しました。

これが、浮世離れしていた彼女の、面目躍如のエピソードです。

我が家には、それを、大切に、容認してきた歴史があります。親友に哲学者、土田杏村を持つ父は、教育者でありながら、哲学書や、伝記などを出版したりしていましたから、彼女の性格は、個性として容認していました。そのなかで、彼女の才能は育まれていったのです。

ほめていただいた、期待していただいた選評だけをご紹介しているのでは、フェアでないような気がして、あらためて選評の全部をとりあげてみました。

島さち子は今でも、百号の絵のなかで、パンジーの咲き誇る庭で、母と妹とともに微笑んでいます。

　　　　　　　　　　２０１０．１０．１　　Ａｍ　８．３０　　エンマ

　　　　　　　　　　　
タイトル)トトンと二、三回小さくはずみ！！
次の段に落ち、一二回トトンとはずみ、次からポン、ポンと一段に一回、二段に一回、はずみ、加速度を増して落ちていく。

いたるところに自分はいそうだが、女には隠れる家がない。
一つの弾力性のある体にまとまり、弾みながら、いままでよりずっと楽に、降りつづける。

殺人をおかしてきた犯人のようなアリバイを持たない人々が、落ち込んでいく共同通路の、ところどころにあらわれて声をかけるが、女は、彼らがときどき出没するよりも、はるかに巧妙な独特な方法で、自分が出没しているのだという満足感をもっている。

またも、彼らがいる。自分はいくつかの否認できない共通点で彼らと結びつけられているのだろうと女は感じている。だからさらに幾百かの自分を寄せ集めたかとおもわれるくらいスピードを増していく――――

これは「存在のエコー」から、引用したものです。
お元気でいらっしゃいますか？　ブログに何時も訪問くださっている方々にお礼を申し上げます。

わたしのすきな、リズム感。こんなシーンから、今日ははじめてみました。みなさんにも面白いと思っていただけたら嬉しいのですが？

お休みしている間にアクセスの一番多かったのは、存在のエコーの紹介タイトル（百も千もの名前を、わたしに！！）でした。ブログに直接アクセスして下さった方が何をご覧になっていたかわからないので、正しいとはいえませんが、わたしは、この結果に、力づけられています。

むつかしく考えずに、細切れにして、気に入った部分をつないでいる間に、面白いことが見えて来そうな、そんな気がします。なにかがわかってきそうな、そんな気がします‥‥。わからなくても面白いとおもいます。



　　　　　　　　　　　　２０１０．１１．８　　　　Ａｍ８．３０　　エンマ 

タイトル)百も千もの名前を、わたしに！！

何億兆って名前が世界にあるんなら、百も千もの名前をわたしの自由にしてかまわないはずよ。あなたはわたしを、色んな名前で呼ぶの！！　

女は男が呼びかけてくるのを待っている。呼びかけは、どんな名前であっても、女をさしているはずである。

男は女の頭の表面を覆っている無数の細い髪の、十本を一本と数えたり、五本を五十本と数えたり、全部を逃さず数えようと、引っ張り、分け入り、その森のなかに、三分の一消え、二分の一消え、四分の三消えて、女の秘密の核心にしのび込めるとでも考えてか、消え失せてしまう。

引き抜かれたり、折り曲げられたりするのを阻んで、女の髪の一本一本が不思議な密度に根をはびこらせ、ますます数えられ続けながら、数えることを偽りつづけると、できるだけ場所をとらないでいた現実に生きている意識が、千にも万にもふえてしまう。

話しかける言葉が千もの意味にゆれ、女は男と交わす言葉を失っている。
千もの名前をまだ一つも名づけないまま、呼ばれないまま、高くつみかさね、
一番上の名札にソラをおく。

千よりも、もっと多くのわたしで構成されている星屑の不定形の尾をひいている箒星、このわたしは、その尾の微細なかけらにすぎない――――

「存在のエコー」は、存在そのものを、わたしたちに問いかけながら、展開していきます。
ときには、こんな視点で、自分自身を、人間をみなおしてみるのも、いいのでは‥‥。
そうしたら、小さなことにこだわっていた自分が、おかしく見えてくるかもしれません？

「あなたは、あのかたにそっくり！！」のブログが新着記事一覧に未掲載でしたので、あわせて掲載いたします。これで、未掲載のものは、すべて、解決したことになります。

長い間、島さち子の作品を知っていただくために、紹介をつづけてまいりました。
一人でも、二人でもよい、理解してくださる人々に向かって、面白いと思ってくださる人々に向かって、投稿してきたつもりです。あとは、みなさんが受け止めて下さるかどうか‥‥。


　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　２０１０．１０．１９　　　　　Ａｍ　　　８．３０　　　　エンマ　　　
タイトル)　幼児の絵のような、この稚拙すぎる

もの！！
似ているとも、いないとも、なんとでも言えるこの稚拙すぎるもの。
ふたりの顔と顔が見つめ合った回数だけ、侮辱された回数になっている。彼女の人差し指と中指にはさんだハクボク。握りもしない、落しもしない―――

女は柔らかい幼い手をして、ひっかいて、土に穴を掘る。幼い手が、ふざけると、とめどなくなるように、土をはねとばすと、幼い手と同じ年頃の少女が見えてきて、体験する資格が与えられてしまう。
ぽかんと開けている口のまわりを、黒くくまどり、誰ともはっきりわからない者が、はなればなれに、目と目をおいて、袖をたくしあげる。

女はずっと前、幼い頃したことを、いまやっと経験として、こころのなかで、形作っていく作業をしているのかもしれない。
「自分から死ぬ必要はないさ。鉄さえ、バクテリアに食わていくんだよ」男はいいながら、女の掘っている墓穴のなかに、つじつまのあわない微笑をする。

「人から侵略される心配からのがれる唯一の方法が、こっそり消えることだと言うのかな？　違うの？　女性が汗まみれになって重労働をしているところをみるのは、見物人にとっては面白いけれども、気が変わればよいと思っている。どうせ、どっちつかずの、しぶしぶってとこ、なんだろうから」

「―――あなたは癒しがたい楽天家で、まだ人間のなかにもぐりこんで生き延びようとしているらしいといっただけよ」
「ぼくは、ぼくらしい、なんのしるしも持っていないからね。きみもそう変わっちゃいないはずだろう」

「あなたがそこにいることは、カニならば、コウラに似せて掘った穴がそこにある、ってことなのね」
「カニは誰なんだろう」
「誰でもある。その誰かもはじめから似せた穴なんだわ。あなたが人間のなかにもぐりこむのは、同じ

寸法の穴のなかに、同じ寸法の穴がおっこちることね。わたしが穴を掘って飛び込むのと同じことなのに、どうして正反対のことだと思っているの？
ここにいることは、空気の中に、わたし以外のもののなかに、わたしがへこみをつくっているというこ

と、それだけの空洞があるということ。頭、胸、足の形を外界におしつけて形をつくったあとだわ。穴があって、あそこにもあって、わたしそっくり、どこにも見えない顔なんだわ」

男は環状にひろがってくる土のにおいを、大きい疲れに襲われたように呼吸する。
「しかし、ぼくは生活するために、自分の血と肉をまぜあわせる奇妙な作業を続けているんだよ」―――― 
白いハクボクの線は、地平を分割するすみれ色によって、能動的な力をよわめられ、路面に抱きかかえられる格好で、わたしの外側を歩いて、わたしを導くには頼りなくなっている。
ハクボクがわれてこぼれて、彼女の手が迷ってひそかに後ろをぬすみみる。
腕にはヒールがついていない。膝を曲げ腕をついて、迷っている。

わたしが嘲笑をはじめる寸前、彼女は立ち止まり、呼吸をとめ、動作をとめ、時間をとめ、わたしが笑いを飲み込み終わると、一緒に息をふきかえす。そのほんの少しの間が、彼女に休息を与えてくれたというのか、わたしが追いつけないほどの速度で進みはじめる―――

「存在のエコー」の評価は、それぞれの価値判断でなされるでしょう。でも、こんな角度から、人間を見直してみるのも、時にはいいのでは、そう思います。わかりやすいように、矢印にそって、紹介してみました。

　　　　　　　　　　　

　　　　　　　２０１０．１０．２　　　　　　Ａｍ　８．３０　　　エンマ


　


　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　
